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編
集
後
記

　

今
回
の
発
刊
に
当
た
っ
て
は
、
障
害
当
事
者
の
方
や
そ
の
御
家
族
の
方
、
本
市
の
取
組
に
参
加
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
市
民
の
方
、
学
識
経
験
者
の
方
な
ど
、
多
く
の
方
々
に
多
大
な
御
協
力
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
、
健
康
福
祉
局
障
害
企
画
課
を
は
じ
め
多
く
の
部
署
の
方
々
に
御
協
力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
お
忙
し
い
中
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
「
共
生
社
会
」
や
「
社
会
」
と
い
う
と
、
あ
ま
り
に
も
大
き
く
て
何
か
自
分
か
ら
は
遠
い
こ
と
、
無
関

係
な
こ
と
の
よ
う
に
感
じ
て
し
ま
い
ま
す
が
、「
社
会
」
を
構
成
し
て
い
る
の
は
個
人
で
あ
り
、
私
た
ち

一
人
ひ
と
り
の
意
識
や
行
動
、
身
近
な
出
来
事
の
積
み
重
ね
が
社
会
を
つ
く
っ
て
い
く
の
だ
と
、
今
回

の
編
集
を
通
し
て
改
め
て
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、街
な
か
で
、バ
リ
ア
を
目
の
前
に
し
て
い
る
人
、困
っ

て
い
る
人
が
い
た
ら
、
周
り
の
人
が
当
た
り
前
の
よ
う
に
声
を
か
け
、
ち
ょ
っ
と
し
た
気
遣
い
を
す
る
。

自
分
の
住
ん
で
い
る
街
が
そ
ん
な
や
さ
し
い
街
で
あ
っ
た
ら
、
う
れ
し
く
て
、
な
ん
か
誇
ら
し
い
。
そ

の
よ
う
な
こ
と
も
思
い
ま
し
た
。
今
回
の
特
集
が
、「
障
害
」
や
「
共
生
社
会
」
と
い
う
も
の
を
考
え
て

い
た
だ
く
き
っ
か
け
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。�

（
小
川
）

　

今
回
、初
め
て
調
査
季
報
に
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。障
害
に
関
係
す
る
業
務
の
経
験
も
無
く
、

こ
れ
ま
で
障
害
の
あ
る
方
と
の
関
わ
り
も
無
か
っ
た
私
に
と
っ
て
は
、
作
成
を
通
し
て
、
障
害
の
あ
る

方
や
関
係
者
の
方
か
ら
直
接
お
話
を
伺
う
機
会
を
い
た
だ
け
た
こ
と
は
、
と
て
も
貴
重
な
経
験
だ
っ
た

と
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
障
害
の
あ
る
方
と
の
対
話
が
広
が
り
、
障
害
に
対
す
る
理
解
が
深
ま
る
こ

と
で
、
自
然
と
合
理
的
配
慮
が
で
き
る
社
会
の
実
現
の
た
め
に
、
少
し
で
も
こ
の
調
査
季
報
が
お
役
に

立
て
る
よ
う
な
存
在
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。�

（
雨
宮
）

●
第
１
７
９
号
〈
二
〇
一
七
年
二
月
〉

特
集　

男
女
共
同
参
画
に
よ
っ
て
実
現
す
る
女
性
活
躍
社
会

日
本
一
女
性
が
働
き
や
す
い
、
働
き
が
い
の
あ
る
都
市
・
横
浜
の
実

現
に
向
け
て　
　
　
　
　
　
　
　

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
林
文
子

〈
コ
ラ
ム
〉
横
浜
発
で
女
性
活
躍
の
実
現
の
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
よ

う
！　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

─
─
─
─
─
─
─
─
─
村
木
厚
子

１　

女
性
活
躍
を
進
め
る
各
国
の
動
向
と
日
本
の
現
状

①
世
界
経
済
の
視
点
で
考
え
る
『
女
性
活
躍
』
の
論
点　

～
「W

om
en-20 

（W
20

）」（
２
０
１
６
年
５
月
・
西
安
）
参
加
レ

ポ
ー
ト
か
ら
～　
　
　
　
　
　
　

─
─
─
─
─
─
─
─
─
大
崎
麻
子

②
座
談
会
：
女
性
活
躍
に
よ
っ
て
目
指
す
都
市
と
社
会
の
姿

　
　
　

─
─
─
─
─
─
─
江
原
由
美
子
、
菊
嶋
秀
生
、
山
下
文
江
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
邉
恵
子
、
小
賀
野
敏
子

２　

横
浜
市
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
女
性
の
社
会
進
出
と
男
女
共
同

参
画
の
取
組

①
座
談
会
：
女
性
の
社
会
経
済
的
自
立
か
ら
男
女
共
同
参
画
に
向
け

た
取
組　
　
　
　
　

─
─
─
─
─
─
─
宮
坂
洋
子
、
有
馬
真
喜
子
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

納
米
恵
美
子
、
常
光
明
子

②
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
：
女
性
が
自
由
に
呼
吸
で
き
る
街
・
横
浜 
～
開
港

か
ら
現
代
ま
で
の
女
性
の
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　
　

─
─
─
─
─
─
─
嶋
田
昌
子
、
常
光
明
子
、
関
口
昌
幸

③
地
域
社
会
に
お
け
る
女
性
活
躍
を
考
え
る
～
横
浜
郊
外
に
お
け
る

主
婦
に
よ
る
地
域
活
動
の
軌
跡
か
ら　
　
　
　
　

─
─
─
─
編
集
部

３　

超
高
齢
・
人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
新
し
い
働
き
方
と
地
域
経

済
の
担
い
手
と
し
て
の
女
性　
　
　
　
　
　
　
　

─
─
─
─
編
集
部

〈
コ
ラ
ム
〉
女
性
委
員
会
活
動
を
通
じ
た
女
性
活
躍
推
進
へ
の
取
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

─
─
─
─
─
─
─
─
─
内
田
直
克

〈
コ
ラ
ム
〉
女
性
活
躍　

私
た
ち
の
場
合
・
・
・
─
─
─
─
─
藤
田
香

〈
コ
ラ
ム
〉「
働
き
方
改
革
な
ど
を
通
じ
た
女
性
活
躍
推
進
の
取
組
」

～
育
児
も
仕
事
も
や
り
た
い
こ
と
も
か
な
え
る
「
ハ
タ
楽
（
働
く
）」

方
法　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

─
─
─
─
─
─
─
─
─
甲
田
恵
子

〈
コ
ラ
ム
〉
女
性
が
輝
く
カ
ギ
は
、
お
父
さ
ん
の
子
育
て
文
化
〜

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
ナ
ー
を
目
指
す
ダ
ッ
ド
ウ
ェ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

─
─
─
─
─
─
─
─
─
日
丸
邦
彦

〈
コ
ラ
ム
〉「
こ
ま
ち
カ
フ
ェ
」
の
実
践
を
通
し
た
働
き
方
、
創
造
的

な
場
づ
く
り　
　
　
　
　
　
　
　

─
─
─
─
─
─
─
─
─
森
祐
美
子

４　

女
性
の
暮
ら
し
を
支
え
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト 

～
自
立
支
援

の
視
点
か
ら　
　
　
　
　
　
　
　

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
東
恵
子

①
困
難
を
抱
え
る
女
性
へ
の
支
援
～
自
立
支
援
の
視
点
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　

─
─
─
─
─
─
─
森
兼
亜
紀
子
、
八
木
慶
子

〈
コ
ラ
ム
〉
困
難
を
抱
え
る
女
性
へ
の
支
援
～
「
予
防
」
の
視
点
か

ら
の
取
組　
　
　
　
　
　
　
　
　

─
─
─
─
─
─
─
─
─
山
本
弘
庫

②
横
浜
に
お
け
る
女
性
の
就
労
支
援
の
取
組1988-2016 

～
自
立
支

援
の
視
点
か
ら　
　
　

─
─
─
─
─
─
─
納
米
恵
美
子
、
小
園
弥
生

５　

男
女
が
共
に
活
躍
で
き
る
都
市
・
横
浜
を
目
指
し
て

①
座
談
会
：
若
者
が
考
え
る
「
男
女
が
共
に
活
躍
で
き
る
都
市
・
横

浜
」　

──
─
─
─
─
─
─
上
田
麗
美
、
関
山
愛
華
、
野
々
村
朋
子
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
川
夏
美
、
千
葉
つ
ぐ
み

②
座
談
会
：
子
育
て
世
代
が
考
え
る
「
男
女
が
共
に
活
躍
で
き
る
都

市
・
横
浜
」　　
　
　

──
─
─
─
─
─
─
相
原
朋
子
、
所
田
綾
子
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
野
由
紀
子
、
河
口
綾
乃

〈
コ
ラ
ム
〉
調
査
季
報
１
７
９
号
か
ら
考
え
る
こ
れ
か
ら
の
「
男
女

共
同
参
画
社
会
」　　
　
　
　

  

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
佐
藤
響
子

総
目
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●
１
８
０
号
〈
二
〇
一
七
年
三
月
〉

特
集　

震
災
に
対
す
る
横
浜
の
備
え

１　

は
じ
め
に 

～
特
集
の
ね
ら
い
～　
　
　
　

──
─
─
─
編
集
部

２　

対
談
：
震
災
に
対
す
る
備
え 

～
自
助
、
共
助
の
観
点
か
ら

　
　
　
　
　
　
　

 　
　

──
─
─
─
─
─
─
大
木
聖
子
、
立
花
正
人

３　

東
日
本
大
震
災
以
降
の
横
浜
の
取
組

①
危
機
管
理
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
に
つ
い
て　

─
─
─
─
小
森
勤

②
横
浜
市
防
災
計
画
「
震
災
対
策
編
」
の
修
正
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

          

──
─
─
─
─
─
─
─
─
─
和
知
治

４　

自
助
・
共
助
・
公
助
に
関
す
る
取
組 

～
市
民
の
防
災
力
向
上

に
向
け
て

①
防
災
啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
・
配
布　
　

─
─
─
─
小
森
勤

②
横
浜
市
民
防
災
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
自
助
・
共
助
の
普
及
啓
発　

～
楽
し
く
学
ん
で　

し
っ
か
り
備
え
る
～　
　
　

─
─
─
宮
川
淳
一

③
住
宅
の
耐
震
化
を
促
進
す
る
た
め
の
取
組
と
今
後
の
展
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

─
─
─
─
─
─
─
─
─
雨
宮
寿
親

④
横
浜
市
の
地
震
火
災
対
策 

～
燃
え
に
く
い
ま
ち
・
燃
え
広
が
ら

な
い
ま
ち
へ
～　
　
　
　
　
　
　

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
森
隆
行

〈
コ
ラ
ム
〉
地
震
に
よ
る
火
災
は
こ
れ
で
防
ご
う　

～
感
震
ブ
レ
ー

カ
ー
～　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

─
─
─
─
─
─
─
─
─
亀
若
智
洋

〈
コ
ラ
ム
〉
防
災
分
野
で
の
国
際
協
力 

～
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
イ
ロ
イ
ロ

市
で
の
取
組
か
ら
～　
　
　
　
　

─
─
─
─
─
─
─
─
川
口
ル
リ
子

５　

自
助
・
共
助
・
公
助
に
関
す
る
取
組
～
来
街
者
、
帰
宅
困
難
者

に
対
す
る
備
え

　
　

横
浜
市
の
帰
宅
困
難
者
対
策　

─
─
─
─
日
比
野
徹
、
安
井
豪

６　

自
助
・
共
助
・
公
助
に
関
す
る
取
組
～
福
祉
、
医
療
に
関
す
る

備
え

①
地
域
ぐ
る
み
で
災
害
対
策 

～
災
害
時
要
援
護
者
支
援
の
取
組
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

─
─
─
─
─
─
─
角
皆
奈
央
子

②
災
害
医
療
体
制
の
強
化　
　
　

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
吉
元
景

７　

自
助
・
共
助
・
公
助
に
関
す
る
取
組 

～
地
域
で
の
活
動

①
地
域
防
災
拠
点
運
営
委
員
会
へ
の
支
援　
　

─
─
─
─
瀬
下
英
祐

　

単
位
町
内
会
、
連
合
町
内
会
等
共
助
に
か
か
る
組
織
へ
の
支
援　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

─
─
─
─
─
─
─
─
─
花
塚
公
祐

②
自
助
・
共
助
の
取
組
を
進
め
て
い
る
地
域
の
方
に
伺
う 

　

～
平
安
町
町
会

　

～
一
本
松
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　

～
グ
ラ
ン
フ
ォ
ー
レ
戸
塚
ヒ
ル
ブ
リ
ー
ズ
自
治
会　

防
災
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　

─
─
─
─
─
─
─
河
西
英
彦
、
米
岡
美
智
枝
、

	

横
山
清
文
、
今
井
智
子

③
横
浜
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て　

～
熊
本
地

震
応
援
派
遣
か
ら
感
じ
た
課
題
を
中
心
に　
　

─
─
─
─
吉
嵜
智
洋

④
消
防
団
の
取
組　
　
　
　
　
　

─
─
─
─
─
三
村
英
明
、
三
浦
大

⑤
地
域
の
初
期
消
火
力
向
上
に
向
け
た
取
組　
　

─
─
─
─
大
西
勝

⑥
横
浜
市
水
道
局
に
お
け
る
震
災
対
策 

～
自
助
に
よ
る
飲
料
水
の

備
蓄
と
共
助
に
よ
る
応
急
給
水
～　
　
　
　
　
　

─
─
─
寳
子
山
豊

８　

自
助
・
共
助
・
公
助
に
関
す
る
取
組
～
行
政
が
取
り
組
む
備
え

①
公
助
の
取
組
の
実
態　
　
　

 

──
─
─
─
─
─
─
─
─
─
和
知
治

②
横
浜
市
の
自
衛
隊
と
の
連
携
強
化
２
０
１
６　

─
─
─
三
原
光
明

９　

熊
本
地
震
で
見
い
だ
さ
れ
た
新
た
な
課
題
や
望
ま
れ
る
支
援

①
熊
本
地
震
等
の
避
難
者
対
応
か
ら
考
え
る
、
首
都
直
下
地
震
へ
の

備
え
に
つ
い
て 

～
熊
本
市
の
避
難
所
調
査
の
結
果
を
中
心
に
～

　
　
　
　
　
　
　
　

             

──
─
─
─
─
─
─
─
─
石
川
永
子

②
レ
ポ
ー
ト　

熊
本
地
震
派
遣
職
員
報
告
会
の
内
容
を
受
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　

             

──
─
─
─
─
─
─
─
─
─
大
矢
直

10　

自
助
・
共
助
を
支
え
る
行
政
の
役
割　

─
─
鈴
木
卓
、
和
知
治

〈
調
査
研
究
レ
ポ
ー
ト
〉

①
横
浜
市
の
地
域
医
療
構
想 

～
年
を
重
ね
て
も
安
心
し
て
医
療
を

受
け
ら
れ
る
横
浜
に
～　
　
　
　

─
─
─
─
─
─
─
─
─
髙
橋
幸
男

②
慢
性
期
病
床
の
機
能
向
上
及
び
病
床
転
換
に
お
け
る
行
政
支
援
に

関
す
る
考
察　
　
　
　
　
　
　
　

─
─
─
─
─
─
─
─
─
松
村
健
也

総
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